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心外膜や心筋i二転移するもので.心陛内に発育 して くる

ものは雑器が少なし､.この度.右心房陛内に発育転移 し

た悪性腰虜を3例経験 したので報告する.

症例 1は.77才女性で 199()年7月に肝細胞癌CT)ため

入院 した.肝細胞癌は肝左葉から左肝静脈をこかけて存在

し 右心房内にも 7x6×3,5cm 大の腰痛血栓が認め

られた, しかし,左肝静脈の魔窟と右心傍内の腺癌は連

続 しておらず,浄 机 ､血行性転移と考えられた.症例 2

は,57才男性で 1991年 9i-=こ右腎癌LT)手術を受けた.

陣場は右腎静脈∴下人静脈,右心房まで連続 して膝軌 血

栓を形成 しておi),右腎(L,腫壕血栓を全摘 しえた.今H

まで再発はなく元気に通院中である_症例3は,54才T]

性で現在入院中である.肝細胞癌が肝右葉にあり,肝静

派, F大静脈,~右心房こ【二連続性に瞳揚が発育 している.
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婦人料紙域で癌性腹膜炎をきたす代表的疾患こ【二し-て卵

巣癌があげられるが,腹腔内をこ広範な播橡性病密を認め

ながら卵巣は正常大で,他に明らかな原発巣を認めない

疾患群は NormalsizedovarycarcinomこISyndrolnC･

と呼ばれ 原発性卵巣癌の他,転移性癌,性腺外発生の

表層上皮性鷹癌,悪性中皮腫が含まれる.今回我々は,

本症候群の3症例を経験 した. 3症例は.いずれも脂部

膨満を主訴に当院受診 し,卵輿陣場は認め左か-､たもの

の,癌性腹膜炎の診断で試験開腹術を施行 した.病理診

断は. 1例が SeroussurfこICeI)aPillarI,carcinoma,

1例は卵巣原発移行上皮癌でありチ1例は転移性癌が疑

われたが原発巣の同定には到らなかった.3例とも両側

附成器切除および術後.(1~)Df)を申 し､とし.た阜剤併用

墳法を施行 した.本講演では,本症の診断_上二n問題点を

中心に若 I'･L')文献的考察を交えて報答する.

5)婦人科腫療患者の貧血改善 をこ対す るエ リス

ロポイエチ ソの有用性の検討
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悪性腫暮患者をこ対する化学療法や放射線療法は, しば

しば貧血の原因となり,輸血を必要とする症例 も少なく

加 ､.今回我 々は,入院加療中の婦人科瞳壕患者におけ

る貧血をこ対 しチエ リスロポイエチン (門po)投与を試

み,その歯周性 ･安全性について検討 した.化学療法や

放射線療法i･こ伴い.2週間1上し【･こわた り-十 r/｢~-LJ:ン

苦6例に対し,遺伝子組換えと卜HPO (rHuHK)16.(XXl

単位を遇 12回皮 卜注 した.汁iuHPO 投 fJ'･;こより.週当

り Hb値は 0.53士0.2T.川 値は 1.7±0.95(Oo)増

加 した.本刑長斯投与により.化学噸法を反復施行 した

症例におし､て も.Iplbl和工増加傾向を示 した.副作用

(血借上軌 頭痛,血栓症左上日 工認れ互か.,た.rHuHPO

の投与により.化学墳法IP放射線墳法に伴･-1柊血n改善

が期持され 治療遂行 8輸血回避の観点から寒剤は有用

と判断された.

6ト七変化f本シス711ぅ+ ン (CI_)DP〕体内動態

の検討
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これまで C1)i)P体内動態に/.-いては,渦適性日金

(~7'トー体)に関する雑器か多か-､た.最近,滅適性日

金からアミj酸等をこ結合 した低分子負荷体を除いた CDDP

そのもの (末変化体)を測定する方法が確立きれ体内動

態に---,し,ても研究 さ,ナlるよ･1にfc･,た∴ 七変化体の体内

動態は,洩適性白金とは異なり,渡た抗腰轟効果と毒性

発現に関与するのは莱変化体であること屯明らかになり

つつある.そこで我をはき点滴静注時の束変化体の体内

動態(･T/小 て統計的 手法に上り解析 し,乍適投 lj--法に-L)

し､て検討 した.

32症例に.CI)i)I)を1)またはLl時間かけて点滴静注

し経時的に採ILIlを行し､,Hr)LC-PostColumn誘導体

化法により莱変化体濃度を漁E3定 した,血中濃度デ-タと

落穂臨床検査値等の要因を同時的に解析可能なコンビ:i--

タプログラム NONMEM を用いて解析 した.

解析の結果,CDDP クリアランス机烏滴速度と有意

な関係が認められ,この関係にもとづき新たな至適投与

法の可能性が示唆された. さらに腹腔内投-射こついても

検討中である.


